
みどり市　議会だより 10

Pick
up!

Pick
up!

○�

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
及
び
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正�

�

○�

行
政
組
織
条
例
の
一
部

改
正�

○�

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正�

○�

簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

○�

監
査
委
員
条
例
の
一
部

改
正

○
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

○�

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

○�

介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

○
敬
老
祝
金
支
給
条
例

○�

子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
改
正

○�

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正�

○�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

○�

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正�

○
財
産
の
無
償
譲
渡

総 

務 

文 

教 

常 

任 

委 

員 

会

市 

民 

福 

祉 

常 

任 

委 

員 

会

会計年度任用職員の
期末手当支給月数の改正へ

新たな高齢者施策に転換するため
敬老祝金の制度見直しヘ

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
15
日
に
開
催
し
た
。

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
12
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
５
件
）

審
査
し
た
議
案
（
９
件
）

こんな議論がされました

こんな議論がされました

●��

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
及
び
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
勤
勉
手
当
の
支

給
対
象
と
し
、
併
せ
て
期
末
手
当
の

支
給
月
数
を
改
め
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
と

の
説
明
。 

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
勤

勉
手
当
を
追
加
し
、
支
給
に
関
す
る

基
準
日
や
勤
勉
手
当
の
要
件
に
係
る

規
定
を
新
設
す
る
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
内
容
は
と
の
質
疑
に
対
し
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
は
、
勤
勉
手
当
を
２
・
0５
月

分
、
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計

年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
０
・

９
７
５
月
分
を
規
定
し
、
基
準
日
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
と

同
様
に
６
月
１
日
と
12
月
１
日
と
す

る
。
ま
た
、
期
末
勤
勉
手
当
の
基
礎

額
に
つ
い
て
も
、
期
末
手
当
に
係
る

規
定
と
同
様
で
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
日

に
受
け
る
給
与
の
月
額
と
な
る
が
、

時
給
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
基
準
日
前
の
６
カ
月
の
支
給

額
の
平
均
を
期
末
勤
勉
手
当
の
基
礎

額
と
す
る
も
の
と
の
答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

●
敬
老
祝
金
支
給
条
例

　
敬
老
祝
金
の
財
源
の
一
部
を
、
未

来
を
見
据
え
た
地
域
の
持
続
性
を
確

保
す
る
た
め
の
新
た
な
高
齢
者
施
策

に
転
換
し
、制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

現
行
の
み
ど
り
市
敬
老
祝
金
支
給
条

例
の
全
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
と
の
説
明
。 

　
説
明
経
過
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
詳
細
に
つ
い
て
議
会
に
報
告

後
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
介
護
保

険
事
業
推
進
懇
談
会
へ
説
明
し
、
令

和
６
年
２
月
の
市
民
福
祉
常
任
委
員

会
協
議
会
で
当
初
予
算
の
内
容
説
明

を
行
っ
た
。
今
後
は
民
生
委
員
や
み

ど
り
市
区
長
会
で
も
報
告
し
、
想
定

2５
カ
所
、
４
１
９
人
に
説
明
が
終
了

す
る
予
定
と
の
答
弁
あ
り
。 

　
ま
た
、
当
該
者
か
ら
の
意
見
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
は
敬
老
祝
金
を
も
ら
え
る
だ
け
で

も
あ
り
が
た
い
、
子
供
に
お
金
を
か

け
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
い
う
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
と
の
答
弁
あ

り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
。 

全ての
議案を

可決

全ての
議案を

可決
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Pick
up!

Pick
up!

○�

道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

○�

公
共
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正��

経 

済 

建 

設 

常 

任 

委 

員 

会

道路占用料を改定
　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
３
月
14
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
２
件
）

こんな議論がされました

●��

道※

路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
　
群
馬
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
県
条
例

に
準
じ
て
定
め
て
い
る
市
の
道
路
占

用
料
を
改
め
、
併
せ
て
規
定
の
整
理

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説
明
。 

質
疑
、討
論
も
な
く
、採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。

※ 

道
路
占
用
料
…
人
や
自
動
車
が
通

行
す
る
と
い
っ
た
本
来
の
利
用
以

外
に
道
路
を
使
用
す
る
と
き
に
支

払
う
料
金
。 

●�

公
共
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
条

例
の
規
定
中
に
生
じ
た
条
ず
れ
等
を

解
消
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説
明
。 

質
疑
、討
論
も
な
く
、採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。 

令和６年１月１７日から１月１８日まで行政視察（研修）を実施した。

　予算の所管課に応じて
３つの常任委員会に分割
付託をしていたが、この
取り扱いが、議案一体の
原則に反するものである
ため、総合的・一体的に
審査し、議会の政策活動

及び監視機能を強化するため平成28年８月に予算決
算常任委員会が設置された。予算決算常任委員会の委
員定数は、議長を除く全議員の17人で、委員の任期
は、２年としている。�審査方法は、分科会は設けて
おらず、全体会方式で行っている。審査の流れについ
ては、本会議で議案の上程、提案説明の後、常任委員
会へ付託、予算決算常任委員会では執行部からの詳細
説明の後、質疑（一問一答）、自由討議、討論、採決
となる。�今後の設置検討にあたり、参考となる部分
が多々ある調査結果であった。
　

　設置目的は、予算は不可分であったものの、各常任
委員会へ分割付託していた状況の改善と、全体予算を
一年間審議継続し事業内容を熟知することで、翌年度
の決算特別委員会での審議において予算執行の成果を
考察できるためである。�委員定数は全議員22名の半
分で議長を除く11名である。�委員任期は１年で当初
予算審査から当該年度補正予算の審議を行い、３月補
正予算については、翌年度当初予算審査の委員が担当
する。�審査日数については、当初予算及び決算審査
は３日間、補正予算は１日間で、専決予算の承認及び
繰越予算の報告は、予算
常任委員会に付託せず本
会議のみで審議してい
る。取り組みについての
課題、問題点などを含
め、参考となるところが
確認できた。

行政視察（研修）報告

１月１７日　予算決算常任委員会について
　　　　 茨城県常陸大宮市 

１月１８日　予算常任委員会について
茨城県牛久市

議会運営委員会

全ての
議案を

可決

工事中

みどモス


